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1. まえがき

　電磁特性技術委員会は，高速高周波・低電力・高密度実
装における不要電磁エネルギの発生や回路間機器間の相互
電磁干渉問題などについて，電磁気的特性をしっかり捉え
たアプローチにより，電磁適合性 (EMC: Electromagnetic 
Compatibility)を有する実装設計の実現を目的とした関連技
術を扱っている。学会では，「超高速・高周波エレクトロニ
ク実装研究会」「EMCモデリング研究会」「低ノイズ実装研
究会」の 3研究会を統括している。また，研究開発の第一
線で活躍している方々を講師とする「サマーセミナー」や
春季講演大会での関連セッションなどの行事を企画・運営
し，各研究会それぞれの特徴を活かした活動成果を技術委
員会の主催行事にフィードバックすることで，実装領域で
の研究推進と新たな技術創出を行い，業界の発展に寄与し
ている。本稿では，昨年の当委員会の活動内容とその中で
のいくつかの内容を紹介することで，最近の電磁特性技術
の動向に触れることにする。

2. 2014年の活動から

　2014年の電磁特性技術委員会に関わる大きなトピックと
して，当委員会から推薦していた「SAWフィルタと LTCC
基板を用いた広帯域フィルタで構成した高周波分波回路の
開発と試作評価」が JIEP技術賞を受賞したことが挙げられ
る 1)。これは，SAWフィルタと LTCC基板内蔵フィルタと
いう，通過帯域特性の大きく異なる二つのフィルタを組み
合わせた高周波分波回路を，大学と企業が連携すること
で，単なるシミュレーションや試作にとどまらず，実用化
が可能なレベルにまで技術を高めたことが評価されたもの
である。受賞者はもちろん，当委員会の関係者にとって
も，大きな励みとなった。
　その他は，「サマーセミナー」「春季講演大会」「研究会」
「その他」の活動別に，それぞれの活動概要とトピックスを
紹介する。
2.1	 サマーセミナー

　毎年 8月に開催しているサマーセミナーでは，省エネル

ギのキー技術として，ますます注目されているパワーエレ
クトロニクス（パワエレ）に対する EMCをテーマに取り
上げた。パワー半導体スイッチングデバイスを利用して電
力変換や制御を行うパワエレは，電力変換効率を高めるこ
とが要求されているのはもちろんであるが，近年のスイッ
チングデバイスの高速化や，制御系の低電圧化により「外
部に電磁ノイズを出さないこと」と「外部からの電磁ノイ
ズによって影響を受けないこと」という EMC性能も強く
求められるようになっている。
　しかし，他の EMC問題と同様，対策例を含めた事例が
なかなか表に出てこないために，現場での設計者や開発者
の悩みが深まっていくばかり，というのが現状ではないか
と考えている。そこで，2014年のサマーセミナーでは，パ
ワエレ機器と，その応用製品の設計・製造の現場で，開発
者が抱えている「もやもや」を少しでも「スッキリ」させ
ていただきたいとの想いをこめて，「あなたの『もやもや』
スッキリ解決 !?　パワエレの EMC」を副題とした。
　用意した講演は，EMIの視点から見たパワエレの展望，
パワエレの EMC規格化動向，EMCシミュレーションや
EMC対策設計など，テーマに沿った 6件の講演とパワエレ
EMCのテーマからは外れるが，毎年発表して好評をいただ
いている EMC設計実践講座からの報告の形での講演 1件
の計 7件である 2)～8)。
　個々の講演の詳細は割愛するが，セミナー終了後に実施
したアンケートでは，「メーカーで行っている対策事例」と
「EMC設計実践講座からの報告」の評価が高かった。参加
者は，講演者や委員など，全てを含めて 110名程度であっ
た。今回の参加者の特徴は，例年に比べて非会員の方の参
加者が多かったことである。会員はもちろんであるが，非
会員も参加したくなるようなテーマ設定することで，当学
会の認知度も向上したと考える。なお，次回以降の希望
テーマとしては，「EMCの基礎的（理論的）な内容」「EMC
の実例と対策」「EMC設計実践講座の続編」「車載機器の
EMC」が挙がっていた。2015年に実施するサマーセミナー
のテーマを決めるうえでの参考にしたい。
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